
小
の
ご
と
-
蝕
に

7
つ
の
鹿
に
仕
立
て
た
も
の
も
川
凍
て
み
る
の
で
あ

る
｡
和
弘
砂
川打
の
地
即
が
舷
も
よ
い
や
う
で
あ
る
｡

0

第
五

十

五

回
文

検

地

理

科

激

憤

試

験

問
題

:.
政
治
的
境
堺
と
し
て
の
川
鵬
の
何
個
に
つ
き
班
例
を
あ
げ
て
諭
逃

せ
よ
｡

こ
､
山
陵
地
方
の
地
球
的
特
性
を
諭
越
せ
よ
O

三
､
細
桝
地
灘
的
見
地
よ
-
ア
メ
リ
カ
合
衆
柵
を
諭
越
せ
よ
.

四
'
襟
洲
に
於
け
る
窺
佃
と
寵
紫
と
の
捌
係
を
荊
越
せ
よ
｡

式
､
左
の
綿
項
に
つ
き
て
遊
べ
よ
｡

イ
P
ホ
ヂ
ド

P
t
ラ
イ
ン
端
備
禁
止
地
域

ハ
'
南
米
ア
ン
デ
ス
山
中
の
高
地
姫
路

1L
､
サ
ハ
ラ
沙
喋
の
柿
餅
路
｡

以
上
凹
時
間

岡
本
試
肋

間
:53t

.
節

it=

関

越

1
1
岡
山
平
野
及
湘
岨
平
野
に
つ
き
地
誌
的
に
稚
明
せ
よ
｡

二
'

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
･<;
陸
水
路
網
と
鈍
逆
と
の
掬
体
に
つ
き
て
..d
せ
｡

三
㌧
雅
拓

の
仕
出
及
び
放
蛙
と
両
日川
市
城
と
の
相
伴
を
瀞
逃
せ
よ
｡

E
I､
閥
家
と
閥
家
的
蛇
樵
と
の
捌
怖
及
び
代
族
幽
寂
の
滋
端
に
つ
き
て

批
越
せ
よ
0
以
上
ー叫
帖
閉

経
忠

節
Si=
は
問
他
称
に
別
紙
に
縦
静
に
拙
む
べ
L
O

閑
地
篠
に
成
る
べ
-
地
岡
を
添
ふ
べ
し
9

11.
31

迎

関

越

(
節

一
日
)

節

.I
寛

解
習
用
地
拭
俄
に
ょ
-
北
東

ロ
ン
ド

ン
関
の
距
齢
を
洲
姫
せ

兜

旗

艦

谷

し
め
'
火
胸
航
路
に
つ
き
て
瀧
朋
せ
し
む
｡

5･S
二
･:･fj.

フ
ラ
ン
ス
西
南
部
の
二
十
先
端
分

t
人
目
碑
腔
榊
及
仙

相
川

を
し

め
L
t
地
形
の
性
即
及
び
之
と
人
目
分
布
と
の
関
係

を
流

刑
せ
し
む
D

第
三
鼓

粕
梯
蹴
地
域
の
仙
川
を
永
め
し
同
地
城

の
地
経
的
開
拓
過
程

及

び
之
に
閑
職
せ
る
地
形
に
つ
き
訟
現
せ
し
む
｡

節
s
i
T
寅

地
珊
唾

の
概
念
に
つ
き
訟
1-j
せ
し
む
｡

節
五
茎

親
指
平
野
の
tl
部
の
地
榊
を
永
め
し
雅
路
地
排
に
関
し
て
訟

附
せ
し
む
｡(

鰐

二

日
)

香
員
何
食
部

1
翁

に
姑
合
し
て
'
満
州
を
含
む
地
相
三
和
を
戒
め
L
t

満
州
に
於
け
る
跳
把
に
つ
き
'
利
椛
の
桝
臓
､
紳
桝
地
班
と
の
胴
体
'

地
形
と
の
榊
係
を
批
迎
せ
し
め
た
-
0

.IIJI
'
.Hll_
_
HIJIl
l
ここl■
l
ここl__
こ
こ
l1
1
Ilこ
l■一

質

疑

感

答

r
II1〓

■～〓IrLIl_IHI二nd
ここ【E)_

〓
1IIrJ〓IH
_
l
〓
Irt

問
｡
レ
tE
Jノ
ダ

ラ

ー

ド

湾

｡

答
O

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
は
ネ

バ
河
日
に
人
工
を
加
(
､
巡
河
を
以
て

ク

ロ
ン
ス
タ
ッ
ト
に
誠
じ
た
る
仰
政
路
閲
の
築

い
た
節

1
の
良
他
で
あ

る
が
'
野
臆

政
仰

の
手
に
入
つ
て
か
ら
共
改
修
拙
張
は
着
々
と
し
て
行

ほ
れ
た
､

こ
の
他
の
常
食
と
し
て
､
代
物
を
布
地
す
る
も
の
は
マ
リ
ン

ス
カ
ヤ
シ
ス
テ
マ
越
河
で
あ
る
.
こ
の
越
河
は
ゲ
オ
ル
ガ
河
の
上
流
ル

イ
ビ
ン
ス
ク
よ
-
セ
キ
シ
ー
ナ
河
を
抑
リ
ベ
ロ
オ
ー
ゼ
ロ
､
す
ネ
ガ
､

ラ
ド
カ
等

の
大
棚
を
池
じ
ネ
バ
河
に
川
で
1
レ
ーー
ン
ぞ
フ
ー
ド
に
建
し

蒜

七

八
三



地

紋

筋
十
七
番

水
路
に
よ
-
て
誠
泊
と
パ
ル
チ
ッ
ク
粘
と
を
触
れ
､
ビ
ー
タ
ー
大
竹
以

水

二
官
印

の
咋
月
を

(
て

エ
ヵ
チ
リ
ナ
二
世

の
呼
に
･:Ji
成
し
た
も
の
で

あ

っ
て
､
ゲ
オ
ル
ガ
上
紙
か
J.L
鳩
に
穀
物
木
材
を
.iB
-
る
批
准

レ
ユ
ン

グ
ラ
ー
.Il
粘
臨
川

の
大
･:;:{
た
る
材
木
就
中

バ
ラ
ン
ス

(
型
紙
糊
料

の
丸

太
)
の
大
部
分
は

こ
の
迎
河
か
ら
川
る
､
さ
う
し

て

こ

の
蛸
節

1
の
放

易
港
で
あ
る
｡
(
.1
九
三
〇
舛
庶
)

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

バ

ツ

-

ム

オ

デ

ッ

サ

ノ
ポ

ロ
シ

ー
ス
ク

ア

ル

ハ
ン

グ
ル
ス
ク

ム

ル

マ

ン

ス
ク

や

ラ

ジ

77

･.･叶:･

日日

三
ニ
'讃
混
tOD
O

九
O
､<.〇九
㌧0
0
0

70
;:1'
ニ
亮
､0
0
〇

八
記.'驚
ニ
t
O
C
O

竺
'巽
7､0
0
0

70
.望
7)1'00
0

7m
'八
八
1.0
0
3

散

人

三
川八
'八
空
､O
O
ij

三

㌧
買
訊
.G
O
CF

宍
'
霊
況
'0
8

1]試
､究
八
､0
8

7'阿
0
肘
tO
n
O

荒
'糞
力
'0
8

望
'0
0
へ
0
0
3

珊
机

TI
血

-
ニ
坤
瓜
こ
の
恥
か
ら
こ
甘
八
十
四
粥
五
千
噸
を
輸
入
し
'

打
八
十
三
流
証
千
雌
を
桶
川
し
た
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
が

…
九
三
〇
坤

に
は
抽
入
七
十
就
前
脚
､
翰
川
三
甘
六
十
七
市
棚
に
姥
し
た
か
ら

職
前

の
位
紀
を
恢
祝
し
た
の
で
あ
る
'
諜
L

T
九

E
二
坤

の
輸
入

の
申
英
樹

か
ら
石
…次
と

コ
ー
ク

ス
三
旦

ハ
前
脚
を
入
れ
た

の
に
､
今
日
仝
く
邦
跡

節

二
政

宗

八

八
四

が
な

い
､
さ
き
に
は

レ
il
y

〆
ラ
ー
ド
中
心
の
..]
紫
が
端
燃
料
を
番
-

英
鯛
に
仰

い
だ
の
で
あ
る
が

､
今
村
は
水
力
と
簡
寂
に
し
た
か
ら
'
英

飼
期
は
入
ら
な
く
た
っ
た
の
で
あ
る
｡
同
時
iJ
輪
的
姑
は
潜

の
池
り
木

材
､
穀
物
､
牛
乳
娘
品
､
肉
'
･E
:'卵
呼

で
あ
る
､
柄
大
な
る
継
揃
の
逝

路
を

改
修
し
梓
鰭
を
雛
近
し

愈
肺
を
細
説
し
た
中
に
も
､

冷
戒
設
備

は
'

ニ
祇
ト
ン
を
貯

(
る
と

い
ふ
こ
と
で
'
0
度
か
ら
C

十
度
ま

で
の

鞍
内
に
‖:=-･I
伸
を
貯

(
る
の
で
あ
る
'

叉
材
木

船
餌

の
誇
僻
も
非
開
式
柑

械
化
で
塊
松
は
舵
洲
節

.I
と
云
は
れ
る
､
冬
期
細
水
四
ケ
月
の
不
佃
が

あ
る
が
神
水
船

の
析
効
が
あ

っ
て
池
内

の
出
入
は
椅
ど

l
年
中
不
･E
的

が
な

い
輪
川
胎
と
し
て
約
割
す
る
外
に
五
年
計
鞍
に
仰
ひ
'
ド
イ

ツ
'

米
蛸
､
英
的
額
か
ら
長
期
信
用
を
以
て
貿
付
け
た
機
械

工
場

吸
取
=1m
'

化
掛
親
･-州
､
愈
威
､
苑
地
の
原
料
uM
が
輸

入
さ
れ
て
ゐ
る
｡

昨
年
四
月
以
雑
'
二
別
､
北

溝
洲
か
ら
大
玉
柵
及
大
京
を

シ
べ
リ
ヤ
鋤

辺
で
レ
fL
ン
胎
に
酋
リ
､
光

に
ド
イ

ツ
に
向
け
て
教
起
し
た

､

こ
の
期

日
十
八
日
な
る
も
米
粉
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
を
.'#
す
る
が
､
か
う
し

た
輪
超
が
辞
易
と
な
れ
ば

こ
の
継
と
日
本
と

の
舶
僻
も
故
意
す
べ
き
日

那
-
る
で
あ
ら
う
.
(甘
)

0
地

球

拳

固

講

璃
骨

四
月
二
空

言

の
誹
蚊
骨
に
綿
杭
希
望

の

喋

相
良
は
井
の
旭
日
を
こ
月

末
日
ま
で
に
御
油
鰍
あ
即
た
払
｡


